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新潟市立西川中学校 地域と学校パートナーシップ事業

１０月２４日(火)、合唱コンクールを開催しました。昨

年まで新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から学年

ごとに分散開催していた合唱コンクールですが、今年度は

全校で開催することができました。保護者・地域の方々に

も人数を制限することなく参観していただきました。生徒

はこの日のために夏休み明けから懸命に練習をしてきたの

で、たくさんの方に聴いていただくことができてうれし

かったようです。合唱コンクールのスローガン「響け歌声

届け思い」のとおり思いを込めて講堂いっぱいに歌声を響

かせていました。会場の関係で保護者・地域の方々には自

家用車の乗り合わせ、席の譲り合いなどご協力いただきあ

りがとうございました。

◆ ４年ぶり全校での合唱コンクール◆

ついこの間まで暑かったのに、急に寒くなりました。体調を崩しやすい季節ですが、西川中学校の生徒は元

気に過ごしています。１０月からの地域のみなさまとの活動の様子をお知らせします。

優秀賞
1年１組「君と歩こう」・2年2組「地球星歌～笑顔のために～」
3年1組「生きている証」

◆ 防災学習 避難所運営ゲーム（HUG）を地域の方と一緒に体験しました！◆
１１月１４日(火)防災学習で「避難所開設ゲー

ム(ＨＵＧ)」を実施しました。実際の避難所運営

により近づけるために、西川地域にある避難所で

割り当てられている自治会・町内会ごとにグルー

プを作り、午前・午後の２回に分けての実施とな

りました。地域の方々と一緒に避難所運営の訓練

がしたいということで西川地域コミュニティ協議

会様にご協力をお願いし、西川地域の自治会・町

内会の方々に参加を呼びかけていただきました。

今年もNPO法人未来創造堂様にファシリテーターをしていただき、西蒲区防災士の方々からも各グループを

回ってご指導をしていただきました。当日は３８名の地域の方に参加していただき避難者への対応など避難所

を開設した場合に起きるさまざまな事象について生徒と一緒に話し合い、対応していく作業を体験していただ

きました。参加してくださった方は「災害が起こったときは、避難所は逃げれて行けばいいと思っていたけど、

大変なんだね。体験できて良かった。」と仰っていました。

西川は人口に占める高齢者の割合が高い地域です。中学

生も大人を手助けして避難所運営の手助けをする立場にな

ることが考えられます。体験後のアンケートの結果では

「中学生でも避難所で大人の手助けができるよう、普段か

ら地域の方にあいさつしたり、自分のできることを考えて

災害への備えをしたい。」などの回答があり、生徒は地域

の一員としての自分の立場を自覚した様子でした。ご参加

いただいたみなさま、ありがとうございました。



◆1学年 総合的な学習の時間でいろいろな体験をしています◆

地域の方と一緒に認知症サポータ養成講座を受講しました

１１月１日(水)、２年ぶりに認知症サポーター養成講座を行いました。生徒と違う年代の方と一緒に認知症

について考えてほしいと、９０歳代から４０歳代までの１９名のボランティアの方々にご参加いただきました。

認知症の方も一緒に西川地域に住み続けるために大事なこと、保護者くらいの歳でも若年性認知症になる方が

いること、誰でも認知症になる可能性があることなどを、生徒は地域のみなさまと一緒に学習しました。

講義の後、ボランティアのみなさまには認知症についてそれぞれの立場で生徒と話し合いをしていただきま

した。ボランティアのみなさまがさりげなく生徒をリードしてくださり、和やかな雰囲気ですすめることがで

き有意義な時間となりました。講座終了後、生徒は「認知症の人を応援します」という意思を示すオレンジリ

ングをいただき、認知症の方のために自分にできることをしたいという気持ちが芽生えたように見えました。

ボランティアのみなさま、ご協力いただき、ありがとうございました。

講師キャラバンメイトの方々 ボランティアの方々と生徒の話し合い生徒と一緒に受講中

～問い合わせ～
西川中学校地域教育コーディネーター 丹羽和江 電話 0256-88-3148 (西川中)
西川中学校HP https://nishichu.city-niigata.ed.jp/ 

ビジネスイベント「日々是新」を見学しました

１１月８日(水)、万代多目的広場大かまで開催された

新潟市主催のビジネスイベント「日々是新（ヒビコレア

ラタ）」を見学しました。事前に出展企業の情報を確認

して質問を用意し、ブースを緊張しながら訪れました。

出展者のみなさまには生徒の質問に真摯に回答いただき、

展示物の体験をさせていただきました。多くの企業がＩ

Ｔなどの技術をビジネスのに取り入れていることを体験

しました。新潟のビジネスの現状を目の当たりにし、生

徒はたくさんの刺激を受けたようでした。

～1学年からのお知らせ ～

１学年は、「～持続可能な西川地域の魅力

発信～」をテーマにグループ発信したいこと

について調査し、地域に発信することを目的

に調べたいことを考え、夏休み中に関係する

団体などにインタビューをさせていただきま

した。インタビューの内容を基に西川地域の

魅力についてのポスター等を製作しました。

３月に西川図書館のエントランスをお借りし

て展示する予定です。１学年の西川地域の魅

力発信をどうぞお楽しみに。

～生徒の感想～
物事などを忘れてしまうくらいしか認知症について分かりませんでした。お話を聞いて認知症になって
しまっても「心」は病気ではないこと。一度認知症になってしまうと治すことができないことなど、前
よりも認知症について理解することができました。認知症に対して自分たちができることが分かり、実
際に出会ったときには自分から助けてあげようと思いました。


